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力
が
向
上
し
た
こ
と
に
よ
る
利
用
料

の
改
定
で
あ
る
。

問

冷
凍
庫
が
今
後
必
要
に
な
る

こ
と
は
な
い
か
。

答

現
在
は
メ
セ
ナ
食
彩
セ
ン

タ
ー
に
隣
接
す
る
冷
凍
保
管
庫
を

使
用
し
て
お
り
、
ゆ
ず
搾
汁
セ
ン

タ
ー
の
冷
凍
庫
は
耐
用
年
数
も
経

過
し
、
未
利
用
施
設
と
な
っ
て
い

た
た
め
、廃
止
に
よ
る
影
響
は
な
い
。

曽於市ゆず搾汁センターの設置及び管理に関する条例

条
例
の
改
正
や
補
正
予
算
な
ど

の
議
案
、
教
育
委
員
会
教
育
長
の

任
命
に
つ
い
て
の
同
意
案
等
が
提

出
さ
れ
、
審
査
・
審
議
の
結
果
、

一
部
陳
情
を
除
き
、
す
べ
て
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

Topic1

令
和
６
年
度
へ
繰
越
し

報
告
第
１
号

報　
　
告

令
和
５
年
度
曽
於
市
一
般
会
計

予
算
に
お
い
て
、
総
務
費
の
大
隅

支
所
庁
舎
整
備
事
業
及
び
教
育
費

の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備

事
業
の
２
件
、
７
億
９
６
５
万
円

を
継
続
費
と
し
て
令
和
６
年
度
へ

繰
り
越
し
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
た
も
の
で
す
。

報
告
第
２
号

報　
　
告

令
和
５
年
度
曽
於
市
一
般
会

計
予
算
に
お
い
て
、
総
務
費

の
南
九
州
畜
産
獣
医
学
拠
点

事
業
を
は
じ
め
と
す
る
31
件
、

14
億
８
０
９
７
万
円
を
※
繰
越
明め

い

許き
ょ

費
と
し
て
令
和
６
年
度
へ
繰
り

越
し
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

た
も
の
で
す
。

※
繰
越
明
許
費
と
は
、
そ
の
年
度
内
に
支
出
が

終
わ
ら
な
い
見
込
み
の
あ
る
も
の
を
、
翌
年
度

に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

の
こ
と
で
す
。

Topic2

曽
於
市
税
条
例
の
一
部
改
正

承
認
案
第
３
号

全
会
一
致

承
認

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
う
条

例
改
正
で
、
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

Topic3

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
を
承
認

承
認
案
第
５
号

全
会
一
致

承
認

歳
入
は
、
交
付
決
定
に
よ
る
地

方
交
付
税
や
地
方
消
費
税
交
付
金

の
増
、
事
業
費
確
定
に
よ
る
国
県

支
出
金
・
繰
入
金
・
市
債
等
の
減

が
主
な
も
の
で
、
歳
出
は
、
総
務

基
金
管
理
費
や
施
設
型
給
付
費
の

増
、
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

高
騰
重
点
支
援
給
付
金
支
給
事
業

や
思
い
や
り
ふ
る
さ
と
寄
附
金
推
進

事
業
等
の
減
が
主
な
も
の
で
す
。

３
億
７
５
３
３
万
円
減
額

予
算
総
額

２
９
３
億
８
２
１
２
万
円

Topic4

ゆ
ず
搾
汁
セ
ン
タ
ー
の

利
用
料
を
改
定

議
案
第
45
号

全
会
一
致

可
決

国
の
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

で
整
備
し
た
ゆ
ず
搾
汁
セ
ン
タ
ー

の
完
了
に
伴
い
、
利
用
料
を
定
め

る
別
表
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

問

条
例
改
正
の
内
容
、
影
響
に

つ
い
て
は
。

答

施
設
増
設
に
伴
い
廃
止
し
た

冷
凍
庫
の
削
除
及
び
施
設
の
搾
汁
能

Topics

第２回定例会

令和6年
６月７日から
６月26日まで
（20日間）

増設された搾汁機器

1
令和６年度分の個人
住民税において、定
額減税を実施

納税義務者本人・控除
対象配偶者・扶養親族
１人につき、令和６年
度における個人住民税
から１万円減税される
もの。

2
固定資産税の負担調
整措置等の適用期限
を延長

固定資産税の負担調整
措置等の適用期限を、令
和３年度の評価替えか
ら更に３年間延長する
もの。

別表（第 11 条関係）
施設利用料（旧）

利用区分 利用料

搾汁機器 半日利用（処理量５トン以下） 31,440 円
１日利用（処理量 15 トン以下） 62,870 円

冷凍庫 １区画（1.0m × 1.5m ＝ 1.5㎡以内、
高さ 1.5m まで）１日当たり 210 円

施設利用料（新）
利用区分 利用料

搾汁機器
半日利用（処理量 16 トン以下） 40,000 円
１日利用（処理量 16 トン超
43 トン以下） 80,000 円
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Topic5

末
吉
方
面
隊
中
央
分
団
・
大
隅
方

面
隊
中
央
分
団

消
防
車
を
更
新

議
案
第
48
・
49
号

全
会
一
致

可
決

両
分
団
に
配
置
し
て
い
る
平
成

16
年
購
入
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

を
更
新
す
る
も
の
で
す
。

Topic6

曽
於
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で

使
用
す
る
備
品
を
取
得

議
案
第
50
号

全
会
一
致

可
決

曽
於
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で

使
用
す
る
調
理
・
配
膳
等
備
品
を

取
得
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
で
す
。

◆
落
札
者

株
式
会
社
中
西
製
作
所

鹿
児
島
営
業
所

◆
落
札
価
格

２
５
７
７
万
円
（
落
札
率
94・84
％
）

Topic7

財
部
支
所
庁
舎
改
築
本
体
工
事

請
負
契
約
の
締
結

議
案
第
47
号

全
会
一
致

可
決

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
に

よ
り
、
川
畑
建
設
株
式
会
社
が

２
億
５
８
５
０
万
円
で
落
札
者
と

な
り
、
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

問

早
い
議
決
が
必
要
な
理
由
は
。

答

新
庁
舎
を
令
和
７
年
５
月
７

日
に
開
庁
す
る
た
め
に
必
要
な
、

標
準
工
期
を
確
保
す
る
た
め
で
あ

る
。

問

駐
車
台
数
は
既
存
と
変
わ
ら

な
い
か
。

答

既
存
が
２
０
０
台
、
新
庁
舎

建
設
後
は
１
３
３
台
と
な
る
予
定

で
あ
る
。

問

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出

た
意
見
は
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

答

子
供
用
ト
イ
レ
は
な
い
が
、

多
目
的
ト
イ
レ
を
１
か
所
、
男
女

ト
イ
レ
に
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
を
設
置

し
、
授
乳
室
も
１
か
所
設
け
て
い

る
。
学
習
室
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
の
中
央
公
民
館
改
修
設
計
に
て

検
討
し
て
い
る
。

問

財
部
支
所
庁
舎
は
財
部
中
央

公
民
館
改
修
と
セ
ッ
ト
で
検
討
さ

れ
て
い
る
か
。

答

支
所
庁
舎
改
築
設
計
業
務
と

中
央
公
民
館
改
修
は
合
わ
せ
て

※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
て
提
案

さ
れ
て
お
り
、
セ
ッ
ト
で
検
討
し

て
い
る
。

※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
は
・
・
・
主
に
業
務

の
委
託
先
を
選
定
す
る
際
に
、
複
数
の
者
に
企

画
を
提
案
し
て
も
ら
い
、
そ
の
中
か
ら
選
定
す

る
こ
と
。

分団名 末吉方面隊
中央分団

大隅方面隊
中央分団

品名 消防ポンプ自動車

車両型式
CD －１

ダブルキャブ型
２WD・AT

落札価格 3,190 万円 3,212 万円
落札者 株式会社 KSB
落札率 97.63% 98.31%

両分団取得予定車両と
同型の消防ポンプ自動車

財部支所庁舎完成イメージ図

曽於市役所財部支所庁舎改築に関する工事

工事名 予定価格 ( 税込 ) 落札金額 ( 税込 ) 落札者 落札率
本体工事 ２億 7,217 万円 ２億 5,850 万円 川畑建設㈱ 94.97%
電気設備工事

（１工区） 1 億 1,586 万円 1 億 450 万円 ㈱竹之下電工 90.19%

電気設備工事
（２工区） 2,562 万円 2,530 万円 ㈱竹之下電工 98.72%

機械設備工事
（１工区） 3,577 万円 3,070 万円 ㈱光信商会 85.81%

機械設備工事
（２工区） 3,682 万円 2,255 万円 カネダ設備ガス㈱ 61.24%

※１万円未満切り捨てのため、落札率が異なる場合があります。

3 ☆本紙では、主な事柄を抜粋して掲載しております。



Topic8

令
和
６
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

議
案
第
51
号

全
会
一
致

可
決

歳
入
は
、
民
生
費
国
庫
補
助
金

の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
や
、
災
害
復
旧

費
県
補
助
金
の
過
年
発
生
農
地
・

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費
補
助
金

を
追
加
す
る
も
の
が
主
な
も
の
で
、

歳
出
は
、
物
価
高
騰
対
応
低
所
得

者
支
援
給
付
金
支
給
事
業
や
定
額

減
税
補
足
給
付
金
の
調
整
給
付
支

給
事
業
、
予
防
接
種
委
託
料
の
追

加
や
、
人
事
異
動
等
に
よ
る
職
員

給
の
増
減
が
主
な
も
の
で
す
。

５
億
７
９
３
６
万
円
追
加

予
算
総
額

２
７
４
億
９
４
９
５
万
円

総
務
常
任
委
員
会

（
山
中
雅
人
委
員
長
）

【
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
】

問

減
額
の
理
由
は
。

答

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
入
金

の
増
や
、
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
対

策
推
進
事
業
補
助
金
、
農
地
・
農

業
用
施
設
災
害
復
旧
費
補
助
金
の

前
年
度
分
が
令
和
６
年
度
に
交
付

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
財
源
調
整

と
し
て
基
金
へ
繰
り
戻
す
こ
と
に

な
っ
た
た
め
。

【
児
童
手
当
の
変
更
に
伴
う
人
事

給
与
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料
】

問

増
額
に
つ
い
て
、
一
般
財
源

か
ら
の
支
出
と
な
っ
て
い
る
が
国

か
ら
の
補
助
は
あ
る
の
か
。

答

今
後
、
国
か
ら
の
予
算
措
置

が
あ
る
予
定
で
あ
る
。

【
大
隅
弥
五
郎
伝
説
の
里

健
康
ふ
れ
あ
い
館
】

意
見

館
内
ト
イ
レ
の
故
障
に
つ

い
て
、
故
障
が
分
か
っ
た
段
階
で

早
め
の
対
応
を
す
る
よ
う
に
。

【
浸
出
水
処
理
施
設
改
修
費
】

問

前
回
の
補
修
は
い
つ
か
。
ま
た
、

設
置
し
て
ど
れ
ぐ
ら
い
に
な
る
か
。

答

平
成
10
年
に
操
業
を
開
始
し

て
以
来
、
初
め
て
の
取
替
修
繕
と

な
る
。
な
お
、
修
繕
に
は
約
６
か

月
間
か
か
る
見
込
み
で
あ
る
が
、

取
替
中
の
水
質
基
準
に
つ
い
て
は
、

応
急
対
応
に
よ
り
問
題
は
な
い
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
岩
水
豊
委
員
長
）

【
物
価
高
騰
対
応
低
所
得
者
支
援

給
付
金
支
給
事
業
】

問

支
給
対
象
世
帯
は
。

答

令
和
５
年
度
は
所
得
割
が
課

税
さ
れ
て
い
た
世
帯
で
、
令
和
６

年
度
に
非
課
税
又
は
均
等
割
の
み

に
な
っ
た
世
帯
に
支
給
す
る
。

支給額
１世帯
当たり 10 万円

18 歳以下の
子供が

世帯員に
いる場合

（上記に加えて）
子供 1 人当たり

5 万円

【
財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー管

理
費
】

問

住
民
意
向
調
査
等
実
施
支
援

業
務
委
託
料
の
内
容
は
。

答

財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
在
り
方
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
計
画

で
、
各
町
１
０
０
０
人
ず
つ
の
計

３
０
０
０
人
を
対
象
に
す
る
予
定

で
あ
る
。

意
見

ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
者
の
抽

出
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
割
合

の
多
い
財
部
町
の
市
民
に
多
く
配

分
す
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
今

後
の
在
り
方
に
つ
い
て
自
由
意
見

を
記
入
で
き
る
欄
を
設
け
る
べ
き

で
あ
る
。
恣
意
的
な
内
容
と
な
ら

な
い
よ
う
財
部
温
泉
健
康
セ
ン

タ
ー
の
目
的
を
明
確
に
示
し
た
上

で
、
公
平
公
正
な
実
施
を
求
め
た

い
。な

お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

の
み
を
も
っ
て
無
償
譲
渡
が
良
い
と

結
論
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

【
保
育
環
境
改
善
等
事
業
補
助
金
】

問

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
何
に
使
う
の
か
。

答

３
つ
の
園
か
ら
希
望
が
あ
り
、

内
容
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
の
導
入

が
１
か
所
、
シ
ス
テ
ム
を
入
れ
る

パ
ソ
コ
ン
の
導
入
が
２
か
所
で

あ
っ
た
。
子
ど
も
の
登
園
・
体
調

管
理
、
給
食
費
の
管
理
や
バ
ス
の

乗
車
状
況
を
総
合
的
に
管
理
で
き

る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
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【
末
吉
小
学
校
改
築
事
業
】

問

増
額
の
理
由
は
。

答

改
築
設
計
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
、

県
内
に
絞
ら
ず
全
国
か
ら
広
く
募

集
し
た
た
め
、
大
変
多
く
の
応
募

が
あ
り
、
審
査
に
係
る
協
議
が
増

え
る
こ
と
か
ら
、
審
査
委
員
謝
礼

を
追
加
し
た
。

【
大
隅
地
区
運
動
施
設
管
理
費
】

意
見

老
木
の
桜
な
ど
が
多
く
み

ら
れ
る
。
事
故
が
起
き
て
か
ら
で

は
遅
い
の
で
、
早
め
に
対
応
す
る

よ
う
に
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
渕
合
昌
昭
委
員
長
）

【
道
の
駅
に
設
置
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
】

問

過
去
の
使
用
実
績
は
。

答

昨
年
度
に
道
の
駅
す
え
よ
し

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
１
回
使
用
し
た
。

問

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
の
対
象
者
は
。

答

パ
ー
ト
を
含
む
道
の
駅
の
全

職
員
が
講
習
の
対
象
に
な
る
。

【
小
規
模
水
道
施
設整

備
費
補
助
金
】

問

今
後
の
申
請
に
つ
い
て
も
補

正
対
応
す
る
の
か
。

答

金
額
が
大
き
く
緊
急
を
要
す

る
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
補
正

を
お
願
い
し
た
い
。

Topic9

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

同
意
案
第
１
号

全
会
一
致
同
意

現
教
育
長
で
あ
る
中
村
涼
一
氏

の
任
期
が
、
令
和
６
年
６
月
26
日

を
も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

引
き
続
き
同
氏
を
任
命
す
る
た
め

同
意
案
が
提
出
さ
れ
、
無
記
名
投

票
の
結
果
、
全
会
一
致
で
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

中
村
涼
一
氏

任
期

令
和
９
年
６
月
26
日
ま
で

︵
３
年
間
︶

Topic10

川
内
原
発
20
年
延
長
に関

す
る
陳
情

陳
情
第
１
号
・
２
号
・
３
号

賛
成
少
数
不
採
択

能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
、
川

内
原
子
力
発
電
所
の
基
準
地
震
動

を
超
え
る
地
震
が
起
き
な
い
と
い

う
完
全
な
保
証
が
な
い
限
り
、
20

年
運
転
延
長
に
反
対
す
る
決
議
を

上
げ
る
こ
と
、
ま
た
、
鹿
児
島
県

や
薩
摩
川
内
市
、
原
子
力
規
制
委

員
会
等
へ
の
各
種
決
定
の
白
紙
撤

回
を
求
め
る
陳
情
で
す
。

原
案
に
対
す
る
賛
成
討
論

使
用
済
核
燃
料
の
保
管
・
処
分

問
題
や
、
最
終
的
に
廃
炉
と
な
っ

た
際
の
莫
大
な
費
用
の
問
題
な

ど
、
解
決
す
る
見
通
し
の
な
い
課

題
が
い
く
つ
も
あ
る
中
で
の
運
転

延
長
に
は
反
対
で
あ
る
。

原
案
に
対
す
る
反
対
討
論

国
の
原
子
力
審
査
委
員
会
で
許

可
が
出
て
お
り
、
ま
た
、
原
子
力

発
電
を
止
め
る
こ
と
で
、
電
気
料

金
が
更
に
値
上
が
り
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。
電
力
の
安
価
で
の
確
保

と
い
う
観
点
と
、
事
故
発
生
に
対

す
る
予
防
策
が
し
っ
か
り
し
て
い

る
と
い
う
保
証
が
あ
る
の
で
あ
れ

ば
、
運
転
延
長
に
賛
成
で
あ
る
。

Topic11

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

豊
か
な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
に

陳
情
第
６
号
・
７
号

全
会
一
致
採
択

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
負

担
率
の
引
き
上
げ
を
は
か
る
た
め

の
、
２
０
２
５
年
度
政
府
予
算
に

係
る
意
見
書
採
択
の
陳
情
及
び
、

ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
・
教
職

員
定
数
改
善
を
は
か
る
た
め
の
、

２
０
２
５
年
度
政
府
予
算
に
係
る

意
見
書
採
択
の
陳
情
で
す
。

発
議
第
３
号

全
会
一
致
可
決

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

負
担
割
合
を
引
き
上
げ
る
こ
と
や

加
配
教
員
の
増
員
、
少
数
職
種
の

配
置
増
な
ど
を
主
な
内
容
と
す
る

陳
情
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
施
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
国
の
関
係
機
関
に
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

提
出
先

衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣

財
務
大
臣

総
務
大
臣

文
部
科
学
大
臣

5 ☆定例会とは年 4 回定例的に開かれる会議で、曽於市では、3 月・6 月・9 月・12 月に開催します。



議決結果一覧
迫議員は議長のため、議決に加わることはできないが､ 投票による表決の場合で可否同数になった
ときは、議長が可否を決定する（裁決権）ことになる。
賛成「○」。賛成者のみを諮る表決方法であるため，賛成者以外

（反対者・態度保留者・棄権者等）は「●」としている。

議案等　　　　　　　　　　　　　　　　　　議員名

山
中
雅
人

出
水

優
樹

瀬
戸
口
恵
理

矢
上

弘
幸

片
田

洋
志

重
久

昌
樹

鈴
木

栄
一

上
村

龍
生

岩
水

豊

渕
合
昌
昭

今
鶴

治
信

九
日

克
典

土
屋

健
一

原
田
賢
一
郎

山
田

義
盛

渡
辺

利
治

久
長
登
良
男

徳
峰

一
成

結

果

陳
情

第1号 川内原発 20 年延長に関する陳情書 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇
不
採
択

第2号 川内原発 20 年延長に関する陳情書 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇
不
採
択

第3号 川内原発 20 年延長に関する陳情書 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇
不
採
択

賛否が分かれた案件

陳情
第 5 号 市長選挙と市議会議員選挙の同時開催を求める陳情書
第 8 号 ( 刑事訴訟法 ) 再審の改正を求める意見書の提出を求める陳情

継続審査となった案件

第３回定例会で全会一致で可決・採択・同意された案件

区分 議案番号 件　名

承
認
案

第2号 専決処分の承認を求めることについて（曽於
市税条例の一部改正）

第3号 専決処分の承認を求めることについて（曽於
市税条例の一部改正）

第4号 専決処分の承認を求めることについて
（曽於市国民健康保険税条例の一部改正）

第5号 専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度曽於市一般会計補正予算（第14号））

議
案

第43号 曽於市税条例の一部改正について

第44号 曽於市家庭的保育事業等の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部改正について

第45号 曽於市ゆず搾汁センターの設置及び管理に関
する条例の一部改正について

第46号 曽於市公共下水道条例の一部改正について

第47号 請負契約の締結について

第48号 財産の取得について

第49号 財産の取得について

第50号 財産の取得について

区分 議案番号 件　名

議
案

第51号 令和６年度曽於市一般会計補正予算（第１号）
について

第52号 令和６年度曽於市国民健康保険特別会計補正
予算（第１号）について

第53号 令和６年度曽於市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第１号）について

第54号 令和６年度曽於市介護保険特別会計補正予算
（第１号）について

第55号 令和６年度曽於市生活排水処理事業特別会計
補正予算（第１号）について

第56号 令和６年度曽於市水道事業会計補正予算（第
１号）について

第57号 令和６年度曽於市公共下水道事業会計補正予
算（第１号）について

陳
情

第6号
義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げを
はかるための、2025 年度政府予算に係る意
見書採択の要請について

第7号
ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはか
るための、2025 年度政府予算に係る意見書
採択の要請について

発
議 第3号 豊かな学びの実現・教職員定数の改善及び義

務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書案
同意案 第1号 教育委員会教育長の任命について

区  分 番  号 件  名

報告
第 1 号 令和５年度曽於市一般会計予算継続費繰越計算書の報告について
第 2 号 令和５年度曽於市一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報告について
第 3 号 令和５年度曽於市一般会計予算事故繰越し繰越計算書の報告について

報告のあった案件
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市政を問う
一般質問とは議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。

（　　）内は会派または政党名を記載しています。

一般質問
8名の議員登壇

◆ 令和６年 6 月 10 日

1 ．渡
わた
辺
なべ
利
とし
治
はる
（創政会） ……………………………………………………… P８

○消滅の恐れがある曽於市と公表されたこと　○地産地消　○旧久木原医院跡地

2 ．徳
とく
峰
みね
一
かず
成
なり
（日本共産党） ………………………………………………… P９

○老朽化施設の対策強化　○市が所有する財産の貸付けや譲渡
○子牛価格下落による所得減と税収入減

3 ．矢
や
上
がみ
弘
ひろ
幸
ゆき

（れいわ会） ……………………………………………………P10
○末吉小学校の建て替えと今後の教育方針　○曽於高校　○市営住宅の入居率　
※掲載以外の質問項目　○末吉町商店街活性化　○ゆずを使ったまちおこし
○台湾里

り

港
こう

郷
きょう

との交流　○曽於市市制施行 20周年

4 ．今
いま
鶴
づる
治
はる
信
のぶ

（創志会） ………………………………………………………P11
○テレビ共同受信施設組合　○消防団　○財部温泉健康センター　

◆ 令和６年 6 月 14 日

5 ．山
やま
中
なか
雅
まさ
人
と
（さくら会） ……………………………………………………P12

○住宅建設の方針　○曽於市学校規模適正化計画　○曽於市誕生 20周年に伴う取組
○投票率向上の取組

6 ．原
はら
田
だ
賢
けん
一
いち
郎
ろう
（そお幸喜会） ………………………………………………P13

○大隅町須田木小学校跡地（ふれあい広場）のトイレ　○再造林した後の対応策
○職員定員適正化計画

7 ．瀬
せ
戸
と
口
ぐち
恵
え
理
り
（さくら会） …………………………………………………P14

○農・畜産物を生かした所得倍増のまちづくり　○こども基本法　
○市民ニーズの取り入れ方　○男女共同参画の推進

8 ．岩
いわ
水
みず
豊
ゆたか

（新生会） …………………………………………………………P15
○高規格道路の整備促進　○令和６年度予算の土木費の減額
○曽於市発注工事の適正施工管理

7 ☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。



問

消
滅
可
能
性
自
治
体

と
公
表
さ
れ
た
こ
と
へ
の

市
長
の
心
境
は
。

市
長

こ
の
ま
ま
若
い
女

性
が
減
少
し
て
い
け
ば
、

消
滅
す
る
と
予
測
さ
れ
た

こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
。

問

こ
れ
ま
で
の
人
口
減

少
対
策
の
成
果
を
ど
う
み

て
い
る
か
。

市
長

一
定
の
効
果
は

あ
っ
た
と
思
う
が
、
減
少

が
進
ん
で
い
る
と
思
う
。

問

今
後
、曽
於
市
を
守
っ

て
い
く
た
め
の
政
策
は
ど

う
す
る
か
。

市
長

若
者
の
流
出
を
防

ぎ
、
市
外
か
ら
の
移
住
を

進
め
て
子
育
て
支
援
等
を

充
実
さ
せ
る
。

地
産
地
消

問

地
産
地
消
の
こ
れ
ま

で
の
取
組
状
況
は
。

市
長

学
校
給
食
で
地
元

産
を
使
用
し
て
い
る
。

教
育
長

地
元
産
37
％
、

県
内
産
39
％
使
用
。

問

新
給
食
セ
ン
タ
ー
で

の
利
用
の
考
え
は
。

教
育
長

必
要
量
の
確
保

は
難
し
い
が
、
生
産
者
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
利
用

拡
大
に
取
り
組
む
。

問

物
産
館
等
へ
の
漬
物

等
の
販
売
が
保
健
所
の
許

可
制
と
な
り
、
楽
し
み
を

な
く
し
た
生
産
者
へ
の
対

策
は
。

市
長

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
登
録
し
て
も
ら

え
れ
ば
、
財
部
の
施
設
を

利
用
し
て
出
荷
で
き
る
よ

う
に
準
備
し
て
い
る
。漬物といえば、ふるさとの味

　　　楽しみをうばわないで！

旧
久
木
原
医
院
跡
地

問

旧
久
木
原
医
院
跡
地

へ
の
考
え
は
。

市
長

議
会
の
賛
同
を
得

ら
れ
た
ら
取
得
し
た
い
。

問

外
壁
落
下
防
止
対
策

は
。

市
長

今
の
と
こ
ろ
大
丈

夫
だ
と
思
う
。

問

通
学
路
で
あ
り
非
常

に
危
険
で
あ
る
が
、
宮
崎

銀
行
へ
の
連
絡
は
。
ま
た
、

安
全
対
策
は
。

市
長

現
状
を
伝
え
て
あ

る
が
、
子
供
た
ち
が
通
ら

な
い
よ
う
に
安
全
対
策
を

お
願
い
す
る
。

曽於市は消滅するのか
人口減少対策をしているのか

一般質問の録画

Link

Answer

市長／ 支援策等をする

消
滅
の
恐
れ
が
あ
る
曽
於
市

と
公
表
さ
れ
た
こ
と

ちょっと
ひとりごと

人口が増えている
まちは
夢と希望

あるのになー。

Question

渡
わた

辺
なべ

利
と し

治
はる

（創政会）

事故が起きてからでは遅い。
痛いのは誰？早い対策を

8曽於市議会だより№ 77　令和 6 年 8 月 1 日発行



問

市
は
保
有
す
る
１
３

５
２
棟
に
つ
い
て
、
令
和

８
年
度
ま
で
に
16
％
（
２

１
６
棟
）
を
廃
止
す
る
計

画
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
廃

止
を
決
め
た
の
は
何
棟
か
。

市
長

93
棟
で
あ
る
。

問

取
組
が
遅
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
市
は
、
更
新
に
対

す
る
投
資
可
能
見
込
み
額

を
毎
年
26
億
円
と
計
画
し

て
い
る
。こ
の
間
の
取
組
は
。

財
政
課
長

維
持
補
修
費

に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年

度
２
億
８
０
０
０
万
円
、

４
年
度
３
億
１
０
０
０
万

円
で
あ
っ
た
。

問

こ
れ
も
、
取
組
が
弱

い
。
大
隅
・
財
部
の
文
化

セ
ン
タ
ー
な
ど
、
改
修
計

画
に
入
れ
て
い
な
い
。
計

画
に
入
れ
て
、
後
手
と
な

ら
な
い
改
修
が
必
要
で
は

な
い
か
。

市
長

こ
の
こ
と
を
含
め
、

計
画
に
入
れ
る
よ
う
指
示

し
た
い
。

老朽化施設の現状と課題
市が保有する施設 1,352棟
廃止を決めた施設 93棟
更新に対する
毎年の投資可能見込み額 26億円

令和４年度の維持補修費 3億1,000万円
大隅運動公園の
プール解体費

2 億円以上とみられる
まだ解体計画がない

財部きらめきセンターの
今後の改修費

2 億円以上とみられる
まだ改修計画がない

市
が
所
有
す
る
財
産
の

貸
付
け
や
譲
渡

問

有
償
・
無
償
貸
付
け

の
現
状
は
。

市
長

有
償
貸
付
け
は
75

件
、
無
償
貸
付
け
は
56
件

で
あ
る
。

問

自
治
会
へ
の
貸
付
け

は
、
原
則
無
償
か
。

市
長

基
本
は
無
償
で
あ

る
。

問

し
か
し
、
無
償
も
あ

れ
ば
有
償
も
み
ら
れ
る
。

市
の
外
郭
団
体
へ
の
方
針

は
。

市
長

検
討
課
題
で
あ
る
。

問

こ
の
ほ
か
に
も
、
貸

付
け
に
整
合
性
が
み
ら
れ

な
い
例
が
多
い
の
で
は
な

い
か
。

財
政
課
長

今
後
、
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

子
牛
価
格
下
落
に
よ
る

所
得
減
と
税
収
入
減

問

飼
料
高
が
重
な
り
、

畜
産
農
家
は
き
び
し
い
環

境
に
あ
る
。
補
正
予
算
を

組
み
、
市
独
自
の
支
援
策

を
強
く
要
求
し
た
い
が
。

市
長

必
ず
や
り
た
い
。

市独自の畜産農家支援を

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer

市長／必ずやりたい

老
朽
化
施
設
の
対
策
強
化

ちょっと
ひとりごと

老朽化した施設は、
改修、廃止計画を立て、
後手とならないよう

対策を。

徳
と く

峰
みね

一
かず

成
なり

（日本共産党）

市有財産の貸付け、譲渡の現状と課題
民間への無償譲渡 議会議決が必要

福祉施設への無償譲渡 〃

民間への貸付け 有償が原則

自治会への　　〃 無償が基本、例外がみられる

福祉施設への　〃 無償が基本、例外がみられる

外郭団体への　〃 検討課題

9 ☆一般質問とは議員が市政全般にわたり市の考えを問うものです。



問

子
供
た
ち
が
学
び
あ

う
﹁
学
び
の
共
同
体
﹂
は
、

不
登
校
の
減
少
、
学
力
向

上
の
実
績
が
あ
る
。
鹿
児

島
県
内
の
自
治
体
で
﹁
学

び
の
共
同
体
﹂
を
実
践
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
。

教
育
長

自
治
体
で
取

り
組
ん
で
い
る
の
は
曽
於

市
だ
け
で
あ
る
が
、
全
て

の
学
校
が
取
り
組
ん
で
い

る
わ
け
で
は
な
い
。

問

市
内
の
小
中
学
校
の

教
職
員
で
、
市
外
か
ら
通

勤
し
て
い
る
割
合
は
。

学
校
教
育
課
長

３
分
の

２
が
市
外
か
ら
通
っ
て
い

る
。

問

学
び
の
共
同
体
の
研

修
を
受
け
た
先
生
た
ち
は
、

手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

先
生
の
子
供
た
ち
を
曽
於

市
の
小
中
学
校
に
通
わ
せ

た
い
と
思
っ
た
ら
、
曽
於

市
に
引
っ
越
し
す
る
の
で

は
な
い
か
。

市
長

教
育
長
の
決
意
が

大
事
だ
が
、
上
か
ら
の
強

制
で
は
な
く
、
全
教
職
員

と
そ
の
目
的
を
共
有
す
る

こ
と
が
大
事
な
の
で
、
頑

張
っ
て
ほ
し
い
。

学びの共同体を実践している
神奈川県茅ヶ崎市立浜之郷小学校

曽
於
高
校

問

過
去
３
年
間
の
入
学

者
と
市
内
の
中
学
生
の
曽

於
高
校
へ
の
進
学
率
は
。

教
育
長

次
の
と
お
り
で

あ
る
。

曽於市内の中学生の曽於高校への進学状況

令和 中学校の
卒業者数

曽於高校へ
の入学者数

曽於高校へ
の進学率

４年度 285 人 100 人 35.1%

５年度 263 人 109 人 41.4%

６年度 238 人 76 人 31.0%

市
営
住
宅
の
入
居
率

問

政
策
空
き
家
を
除
く

市
営
住
宅
と
川
内
団
地
の

入
居
率
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

次
の

と
お
り
で
あ
る
。

（令和６年４月１日現在）

入居率

市営住宅 75.8%

川内団地 67.0%

３階４階の上層階は、
空室になっている割合が高い

問

宮
崎
県
立
の
本
庄
高

校
（
国
富
町
）
や
佐
土
原

高
校
（
宮
崎
市
）
は
、
国

に
目
的
外
使
用
の
許
可
を

も
ら
い
、
市
営
住
宅
を
高

校
の
寮
に
し
て
い
る
。
市

外
か
ら
も
曽
於
高
校
生
を

誘
致
し
、
川
内
団
地
を
寮

と
し
て
利
用
で
き
な
い
か
。

市
長

市
外
か
ら
曽
於
高

校
に
通
い
た
い
学
生
も
寮

が
な
い
た
め
断
念
す
る
と

聞
い
た
。
連
携
し
て
い
る

大
学
の
方
々
の
宿
泊
先
な

ど
、
様
々
な
利
用
方
法
が

あ
る
の
で
、
前
向
き
に
検

討
し
た
い
。

国に目的外使用の許可をもらい
市営住宅を高校の寮にしたらどうか

一般質問の録画

Link

Answer
市長／様々な利用方法があるので
　　　前向きに検討したい

末
吉
小
学
校
の
建
て
替
え
と

今
後
の
教
育
方
針

ちょっと
ひとりごと

曽於市の人口増の
キーワードは教育！

Question

矢
や

上
がみ

弘
ひろ

幸
ゆき

（れいわ会）
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問

市
内
の
組
合
総
数
は
。

市
長

市
内
の
組
合
総
数

は
40
組
合
で
、
末
吉
８
組

合
・
大
隅
25
組
合
・
財
部

７
組
合
で
あ
る
。

問

運
営
に
対
す
る
相
談

は
な
い
か
。

総
務
課
長

現
在
３
つ
の

組
合
か
ら
相
談
を
受
け
て

い
る
。

問

最
近
、
大
雨
や
台
風

等
に
よ
る
土
砂
災
害
の
た

め
、
電
柱
の
倒
伏
や
送
電
線

の
切
断
等
の
被
害
が
多
い
。

こ
れ
ま
で
災
害
保
険
で
復

旧
工
事
を
行
っ
て
き
た
が
、

保
険
業
者
が
採
算
割
れ
の

た
め
引
き
受
け
な
く
な
っ

た
。
よ
う
や
く
１
社
が
引
き

受
け
て
く
れ
そ
う
だ
が
、
保

険
の
掛
け
金
が
か
な
り
引

き
上
げ
ら
れ
て
組
合
で
支

払
い
が
で
き
な
く
な
っ
て

い
る
。
市
が
、
小
規
模
水
道

組
合
の
助
成
や
宅
地
関
連

災
害
復
旧
事
業
と
同
じ
よ

う
に
助
成
は
で
き
な
い
か
。

市
長

何
ら
か
の
助
成
が

で
き
な
い
か
検
討
す
る
。

消
防
団

問

各
分
団
の
人
員
状
況

は
。

市
長

次
の
と
お
り
で
あ

る
。

方面隊 定員
（人）

実員
（人）

不足
（人）

末吉 217 199 18

大隅 230 202 28

財部 152 143 9

各分団の人員状況問

私
の
地
元
の
分
団
は

高
齢
化
が
進
み
、
な
か
な

か
団
員
の
な
り
手
が
い
な

い
状
況
で
あ
る
。
分
団
の

統
廃
合
の
相
談
は
な
い
か
。

総
務
課
長

正
式
な
相
談

は
な
い
が
、
大
隅
方
面
隊

で
１
件
協
議
が
進
ん
で
い

る
と
聞
い
て
い
る
。

問

最
近
、
火
災
以
外
に

異
常
気
象
の
影
響
に
よ
る

大
雨
対
策
や
行
方
不
明
者

の
探
索
等
、
消
防
団
の
役

割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ

以
上
消
防
団
員
の
負
担
を

増
や
さ
な
い
よ
う
に
、
県

大
会
・
全
国
大
会
を
目
指

す
操
法
と
、
基
本
的
ポ
ン

プ
操
作
の
訓
練
に
重
点
を

お
い
た
操
法
と
で
、
大
会

の
在
り
方
も
検
討
す
べ
き

時
期
に
き
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

市
長

今
後
、
問
題
提
起

を
し
て
い
き
た
い
。

消防記念式典

テレビ共同受信施設組合
の運営助成はできないか

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer

市長／ 今後、担当課と検討する

テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
組
合

ちょっと
ひとりごと

消防団員に
対する

感謝と尊敬を！

今
いま

鶴
づる

治
はる

信
のぶ

（創志会）

財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー

問

過
去
の
従
業
員
の
事

故
に
つ
い
て
、
現
在
、
裁

判
中
と
聞
い
て
い
る
が
事

実
で
あ
る
か
。

市
長

事
実
で
あ
る
。

問

対
応
に
問
題
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

市
長

労
災
保
険
の
認
定

も
下
り
、
診
察
費
・
薬
剤

費
・
給
与
補
償
の
支
払
い

も
な
さ
れ
、
現
在
は
職
場

復
帰
も
さ
れ
て
い
る
。

11 ☆議員が議案について賛成・反対の意思表示をすることを ｢表決｣ といいます。



地域振興住宅の費用は

一般質問の録画

Link

Answer
まちづくり推進課長／
２戸建てるのに 5,600 万円の建設費である

ちょっと
ひとりごと

PTAは
学校統合までは
背負えない

Question

問

一
戸
当
た
り
い
く
ら

か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

直
近

だ
と
、
造
成
費
合
わ
せ
て

末
吉
の
物
件
が
約
２
４
０

０
万
円
、
大
隅
の
物
件
が

約
３
２
０
０
万
円
で
あ
る
。

問

一
戸
当
た
り
３
０
０

０
万
円
を
超
え
て
い
る
。

費
用
対
効
果
に
問
題
は
な

い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

過
疎

対
策
な
ど
を
目
的
と
し
て

お
り
、
効
果
は
上
が
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

問

過
去
の
市
長
答
弁
で

も
、
一
戸
当
た
り
１
５
０

０
万
円
を
超
え
る
建
設
費

が
負
担
で
あ
り
、
見
直
し

を
検
討
し
て
い
る
と
あ
っ

た
が
。

市
長

申
込
数
が
ほ
と
ん

ど
な
い
年
度
や
退
去
者
が

増
え
て
お
り
、
全
体
数
を

減
ら
し
て
き
た
経
緯
が
あ

る
。

令和５年度に整備された中野団地（大隅町）

曽
於
市
学
校
規
模適

正
化
計
画

問

本
市
で
は
小
学
校
の

学
校
規
模
適
正
化
計
画
は

な
い
が
、
策
定
の
予
定
は

あ
る
か
。

教
育
長

末
吉
小
学
校
新

校
舎
が
完
成
す
る
令
和
９

年
に
示
す
こ
と
が
で
き
な

い
か
検
討
し
て
い
る
。

問

閉
校
委
員
会
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
か
ら
学
校
統
合
の
責
任

を
負
わ
せ
な
い
で
ほ
し
い

と
意
見
が
き
て
い
る
。
学

校
を
ど
う
す
る
の
か
計
画

を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

行
政
の
方
か
ら
学

校
の
統
合
に
つ
い
て
示
す

こ
と
は
な
い
。
学
校
の
統

合
は
地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方

か
ら
相
談
が
あ
っ
て
実
施

し
て
き
た
。

曽
於
市
誕
生
20
周
年
に
伴
う取組

問

現
在
検
討
し
て
い
る

合
併
20
年
事
業
の
中
身
は
。

住
宅
建
設
の
方
針

市
長

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢

大
会
や
プ
ロ
レ
ス
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
い
る
。

投
票
率
向
上
の
取
組

問

子
供
た
ち
に
主
権
者

教
育
の
一
環
と
し
て
、
模

擬
議
会
だ
け
で
な
く
、
実

際
に
予
算
を
付
け
る
取
組

な
ど
は
で
き
な
い
か
。

教
育
長

子
供
た
ち
が
実

際
に
お
金
を
使
っ
て
み
る

の
は
貴
重
な
体
験
に
な
る

と
考
え
る
。

兵庫県芦屋市では
生徒会長に 100 万円を預け

使い道を議論させている

山
やま

中
なか

雅
まさ

人
と

（さくら会）
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の
見
直
し
を
協
議
し
て
い

く
。

大隅支所の執務室

問

ふ
れ
あ
い
広
場
の
ト

イ
レ
改
修
を
早
急
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

利
用
者
に
喜
ば
れ

る
よ
う
な
方
法
で
要
望
に

応
え
て
い
く
。

大隅町須田木小学校跡地のふれあい広場

再
造
林
し
た
後
の
対
応
策

問

こ
の
３
年
間
に
伐
採

さ
れ
た
山
の
面
積
と
再
造

林
さ
れ
た
面
積
は
。

市
長

伐
採
面
積
１
５
２

７
㏊
、
再
造
林
面
積
８
０

６
㏊
、
放
置
さ
れ
て
い
る

面
積
７
２
１
㏊
︵
伐
採
面

積
の
約
半
分
︶
で
あ
る
。

問

植
林
後
の
３
年
間
は

個
人
負
担
な
し
で
管
理
を

し
て
く
れ
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
下
刈
の
た
め

に
10
ａ
当
た
り
５
０
０
０

円
の
負
担
金
を
徴
収
す
る

と
の
こ
と
で
あ
る
が
実
際

は
ど
う
か
。

市
長

森
林
組
合
に
伐
採

業
務
、
再
造
林
、
下
刈
契

約
を
さ
れ
た
方
は
個
人
負

担
な
し
、
伐
採
業
務
を
森

林
組
合
以
外
の
業
者
に
委

託
さ
れ
た
方
は
10
ａ
当
た

り
５
０
０
０
円
の
負
担
金

を
徴
収
し
て
い
る
。

問

再
造
林
後
の
市
の
対

応
策
は
。

市
長

下
刈
事
業
に
対
し

て
の
上
乗
せ
補
助
の
継
続

と
下
刈
作
業
を
行
う
た
め

の
労
働
力
確
保
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
下
刈

労
務
者
の
確
保
に
努
め
る
。

職
員
定
員
適
正
化
計
画

問

大
隅
・
財
部
両
支
所

の
建
設
耕
地
水
道
係
は
あ

ま
り
に
も
少
な
い
４
人
体

制
だ
が
、
対
応
し
き
れ
て

い
る
の
か
。

市
長

支
所
対
応
が
困
難

な
場
合
は
本
庁
か
ら
の
応

援
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

問

令
和
12
年
度
ま
で
に

職
員
数
を
３
２
０
人
に
す

る
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
今

で
も
少
な
い
大
隅
・
財
部

両
支
所
職
員
削
減
に
直
結

す
る
も
の
で
あ
る
。
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら

な
い
よ
う
に
適
正
な
職
員

配
置
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
長

組
織
内
の
内
部
事

務
見
直
し
を
継
続
し
て
行

い
、
現
行
の
適
正
化
計
画

少な過ぎる大隅・財部
支所職員数の見直しを

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer
市長／ 現行の適正化計画の見直しを

協議する

大
隅
町
須
田
木
小
学
校
跡
地

︵
ふ
れ
あ
い
広
場
︶
の
ト
イ
レ

ちょっと
ひとりごと

市民サービス
低下に

ならないように。

原
はら

田
だ

賢
けん

一
いち

郎
ろ う

（そお幸喜会）

13 ☆一般質問の質問時間は、答弁を含まず 50 分以内です。



問

施
政
方
針
に
数
値
的

根
拠
が
な
い
の
は
ど
う
な

の
か
。
小
さ
な
数
値
の
積

み
重
ね
は
大
切
で
あ
る
。

農
林
業
セ
ン
サ
ス
等
の
統

計
の
活
用
は
。

農
政
課
長

し
て
い
な
い
。

こ
ど
も
基
本
法

問

文
教
厚
生
常
任
委
員

会
で
視
察
し
た
渋
谷
区
子

育
て
ネ
ウ
ボ
ラ
は
、
妊
娠

期
か
ら
18
歳
ま
で
担
当
保

健
師
に
よ
る
伴
走
型
支
援

で
相
談
を
受
け
、
困
り
ご

と
の
解
決
や
支
援
へ
繋
が

り
や
す
く
、
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
。
本
市
で

も
気
軽
に
相
談
で
き
、
本

当
の
意
味
で
各
課
が
連
携

し
た
仕
組
み
が
で
き
な
い

か
。

市
長

積
極
的
に
相
談
す

れ
ば
、
連
携
で
き
る
仕
組

み
は
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

問

サ
ー
ビ
ス
を
知
ら
ず

に
何
年
も
福
祉
に
繋
が
れ

な
い
、
窓
口
が
分
か
ら
ず

に
相
談
で
き
な
い
市
民
も

い
る
。
連
携
や
周
知
の
徹

底
を
。

福
祉
介
護
課
長

広
報
の

方
法
も
考
え
る
。

子育てに関する部署を
集約させた一体型の施設

問

校
則
や
生
活
の
ル
ー

ル
等
の
公
開
は
。

教
育
長

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
文
章
等
で
周
知
を
図
る

指
導
を
し
て
い
る
が
十
分

で
は
な
い
。
早
急
に
再
指

導
す
る
。

市
民
ニ
ー
ズ
の
取
り
入
れ
方

問

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
は
。

総
務
課
長

令
和
５
年
度

は
３
件
募
集
し
た
が
意
見

は
な
か
っ
た
。
意
見
し
や

す
い
工
夫
を
し
た
い
。

問

職
員
か
ら
の
意
見
提

案
は
。

市
長

平
成
17
年
度
か
ら

27
件
が
提
案
さ
れ
、
一
部

採
択
も
含
め
11
件
が
採
用

さ
れ
た
。

問

本
庁
及
び
各
支
所
の

意
見
箱
へ
の
投
函
は
、
い

つ
で
も
誰
で
も
子
供
で
も

い
い
と
、
も
っ
と
周
知
を
。

市
長

市
民
全
て
が
意
見

箱
を
知
っ
て
い
る
訳
で
は

な
い
と
思
う
。
子
供
も
ぜ

ひ
投
函
を
。

男
女
共
同
参
画
の
推
進

問

県
内
の
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
の
制
定
状
況

は
、
13
市
が
制
定
済
み
で
、

本
市
を
含
む
６
市
が
未
制

定
。
今
後
の
予
定
は
。

市
長

総
合
的
に
判
断
し
、

必
要
で
あ
れ
ば
制
定
す
る
。

「所得倍増」の定義や達成度を
はかる基準は

一般質問の録画

Link

農
・
畜
産
物
を
生
か
し
た

所
得
倍
増
の
ま
ち
づ
く
り

ちょっと
ひとりごと

「わたしの声が
届いている」と
市民が実感できる

対話型の
市政運営を

Question

Answer

市長／ ない。気持ちの問題である

男女共同参画推進の現状（県のホームページより）

瀬
せ

戸
と

口
ぐち

恵
え

理
り

（さくら会）
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問

都
城
末
吉
道
路
・
曽

於
志
布
志
道
路
整
備
の
見

通
し
は
。

市
長

令
和
３
年
に
か
ご

し
ま
新
広
域
道
路
交
通
計

画
の
構
想
路
線
に
な
っ
て

い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
。

早
期
事
業
化
を
実
現
す
る

た
め
、
今
後
も
関
係
機
関

等
へ
要
望
活
動
を
行
っ
て

い
く
。

問

高
規
格
道
路
の
整
備

で
、
商
店
街
へ
の
車
の
流

れ
が
な
く
な
り
、
疲
弊
す

る
心
配
は
な
い
か
。

市
長

都
城
末
吉
道
路
の

ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
末

吉
道
の
駅
、
財
部
に
イ
ン

タ
ー
を
整
備
、
曽
於
志
布

志
道
路
で
は
、
八
合
原
に

イ
ン
タ
ー
の
整
備
を
す
る

こ
と
で
、
商
店
街
へ
の
影

響
が
出
な
い
よ
う
に
要
望

し
て
い
く
。

令
和
６
年
度
予
算
の

土
木
費
の
減
額

問

市
民
生
活
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
市
道
整
備

事
業
費
が
前
年
度
よ
り
減

額
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の

計
画
は
。

市
長

令
和
６
年
度
当
初

の
道
路
関
係
予
算
は
、
８

億
７
０
０
０
万
円
で
あ
る

が
、
３
月
補
正
で
前
倒
し

し
た
９
０
０
０
万
円
を
加

え
る
と
前
年
度
と
ほ
ぼ
同

額
で
あ
る
。
今
後
に
つ
い

て
は
、
補
助
事
業
や
有
利

な
起
債
を
利
用
し
、
予
算

の
確
保
に
努
め
た
い
。

曽
於
市
発
注
工
事
の

適
正
施
工
管
理

問

低
入
札
価
格
調
査
の

状
況
は
。

市
長

大
隅
支
所
改
築
工

事
関
係
で
３
件
、
財
部
支

所
改
築
工
事
関
係
で
３
件
、

い
ず
れ
も
電
気
設
備
工
事

と
機
械
設
備
工
事
で
あ
る
。

低
入
札
価
格
調
査
委
員
会

に
お
い
て
、
す
べ
て
の
案

件
で
契
約
の
内
容
に
適
合

し
た
履
行
が
さ
れ
る
と
判

断
し
て
契
約
し
た
。

都城志布志道路の
全線開通は

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer

市長／令和７年３月末予定である

高
規
格
道
路
の
整
備
促
進

ちょっと
ひとりごと

都城インター
までの開通が
待ち遠しい

岩
いわ

水
みず

豊
ゆたか

（新生会）

調査基準価格を下回った工事（税抜き価格）
大隅支所改築工事 予定価格 落札価格 落札率

電気設備工事（１工区） １億3,626万円 9,480万円 69.5%
機械設備工事（1工区） 8,002万円 4,500万円 56.2%
機械設備工事（2工区） 7,938万円 5,000万円 63.0%

財部支所改築工事 予定価格 落札価格 落札率
電気設備工事（１工区） １億533万円 9,500万円 90.2%
機械設備工事（1工区） 3,252万円 2,791万円 85.8%
機械設備工事（2工区） 3,347万円 2,050万円 61.2%
※１万円未満切り捨てのため、落札率が異なる場合があります。

要望路線道路網図

15 ☆曽於市議会ではインターネットによるライブ中継や録画放送を行っています。



◆調査地及び調査事項
（1）千葉県流山市…　「子育て支援」
（2）東京都渋谷区…　「渋谷区子育てネウボラ」
（3）神奈川県茅ヶ崎市…　茅ヶ崎市立浜之郷小学校における「学びの共同体」

◆調査期間　令和６年５月15日（水）～17日（金）３日間

◆調査内容
（1）千葉県流山市

流山市は、全国の自治体で初の総合政策部「マーケティング課」を設置し、流山市の目指す都市
イメージ「都心から一番近い森のまち」をベースに、「母になるなら、流山市」「父になるなら、流山市」
などのキャッチコピーをポスターなどで発信し、定住人口増加策として「共働き子育て世代」をター
ゲットとしており、夫婦共に仕事と育児を楽しみながら両立する生活スタイルを支援していました。

流山市独自の子育て支援策として特徴的な「駅前送迎保育ステーション」は、保育需要の地域的
偏在等による問題を解消するため、保育所の入所者数の均衡を図るとともに、待機児童の解消及び
子供の送迎に係る保護者の負担を軽減することを目的に始まり、市内２か所の駅の近くにある「送
迎保育ステーション」と市内の指定保育所をバスで結び、登・降園するシステムで、延長保育にも
対応していました。流山市全体がコンパクトシティと言えるほど人口密度の高い都市ですが、積極
的な子育てニーズの取り入れ方、そのニーズに対して積極的に向き合う姿勢、マーケティング論に
基づいたデータ分析と公表などは、参考にしたい点でした。

（2）東京都渋谷区
「渋谷区子育てネウボラ」とは、子育てにかかわる全ての

人々がずっと寄り添い、つながれる場所を意味します。市民
が不安なく、少しでも喜びの多い子育てができるよう、妊娠
期から 18 歳になるまでの子供とその家族をサポートする拠点
施設として、区役所、小学校に隣接した８階建てのビルに、
子育て広場から保健相談所、子ども発達相談センター、子ど
も家庭支援センター等が集約されており、プライバシーに十
分配慮しつつ、相談の内容や発達の具合によって関係部署と
すぐ連携できるように工夫されていました。妊娠期から伴走
する保健師は担当制をとっているため、特に初めての出産を
迎える母親にとって、この上ない心強さだと思いました。本
市においても担当課の不断の努力によって、きめ細やかな子
育て支援を実現できつつあるものの、さらに丁寧で、かつ、
より気軽に相談できる体制を構築していく途上であり、参考
にしたい取組でした。

（3）神奈川県茅ヶ崎市
茅ヶ崎市立浜之郷小学校は、「学びの共同体」としての学校であるという「創学の理念」が先に

あり、その後に、学校教育目標や教育目標がある学校です。現在多くの小学校で一般的とされてい
る「教員が前に立って一斉に教える授業」ではなく、児童がグループで課題を話し合い、共に学び
合う仕組みとなっており、低学年は２人一組のペア、中学年からは４人一組のグループを基本形と
して、児童が向かい合ってディスカッションや助け合い、提案等をしながら答えを見出せるように
しており、教員は答えを誘導するのではなく、児童自身で学びを深められるように配慮されていま
した。また、校長先生のお話の中で「教師は知識を子供に教えるのではなく、学び上手にさせるこ
とである。私たち教師は、子供たちより少し先にいるだけである。」との言葉が印象的でした。

文教厚生常任委員会閉会中所管事務調査報告

「渋谷区子育てネウボラ」
建物内部配置
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◆調査事項・調査地
・ 曽於市春季畜産品評会…曽於中央家畜市場・

末吉畜産指導センター・財部畜産指導センター
・ 曽於地区春季畜産共進会…曽於中央家畜市場

◆調査期間
・令和６年４月11日（木）・12日（金）・15日（月）３日間
 （曽於市春季畜産品評会）
・令和６年５月10日（金）１日間
 （曽於地区春季畜産共進会）

地区別の出品頭数は、末吉地区 50 頭、大隅地区 22 頭、財部地区 21 頭で、曽於地区春季畜産共
進会への出品牛が 31 頭選考されました。

曽於地区春季畜産共進会は、そお鹿児島農協とあおぞら農協の共催で、旧曽於郡８町から出品さ
れた 80 頭で競われました。審査の結果、本市関係分においては、肉用牛１部（12 か月齢未満）で
は６頭が最優秀賞に選ばれ、中でも最優秀賞１席、４席及び７席に本市の出品牛が選ばれました。
肉用牛２部（13 ～ 19 か月齢）では６頭が最優秀賞に選ばれ、最優秀賞１席に本市の出品牛が選ば
れております。肉用牛３部（父系群）（３頭一組）では、最優秀賞２席及び４席に本市の出品牛が
選ばれました。

出品牛全体の種雄牛別では、夏百合 19 頭（23.7 ％）、秀幸福 16 頭（20 ％）、華忠良 14 頭（17.5 ％）
が出品頭数の 61.2 ％を占めております。

依然として飼料・肥料・資材高騰が続き、農家にとって厳しい経営環境ではありますが、引き続
き、畜産振興に邁進されるとともに、県畜産共進会に向けて取り組まれることを期待いたします。

産業建設常任委員会閉会中所管事務調査報告

曽於市春季畜産品評会（財部地区）

令和５年度分　曽於市議会政務活動費収支報告一覧表
令和５年４月～令和６年３月分

【収入】 単位：円

項　目 新生会 創志会 創政会 そお
幸喜会

無所属
自由クラブ れいわ会 さくら会 徳峰一成

議員 計

人　数 2人 2人 3人 3人 2人 3人 2人 1人 18 人
交付額 240,000 240,000 360,000 360,000 240,000 360,000 240,000 120,000 2,160,000
自己負担額 0 0 0 0 0 0 0 14,453 14,453
雑入 0 0 2 0 0 0 0 0 2

収入合計 240,000 240,000 360,002 360,000 240,000 360,000 240,000 134,453 2,174,455

【支出】 単位：円

項　目 新生会 創志会 創政会 そお
幸喜会

無所属
自由クラブ れいわ会 さくら会 徳峰一成

議員 計

調査研究費 190,153 321,150 214,100 105,050 830,453
研修費 245,538 29,025 274,563
広報費 30,804 124,168 154,972
会議費 7,008 7,008

資料購入費 10,285 10,285
支出合計 0 0 190,153 321,150 214,100 350,588 66,837 134,453 1,277,281

（うち政務活動費支出分） 0 0 190,153 321,150 214,100 350,588 66,837 120,000 1,262,828
返　還　額 240,000 240,000 169,849 38,850 25,900 9,412 173,163 0 897,174

※政務活動費は、曽於市議会議員の調査研究その他の活動に資するため、必要な経費の一部として交付するものです。
※１人当たり月額 10,000 円の交付を受け、年度末に収支報告書を提出し残額は精算します。
※支出のなかった項目は省略しております。

17 ☆議会中継をパソコンやスマートフォン、タブレット等で視聴できます。



■大隅半島４市５町議会にて、「錦江湾横断道路」の早期事業化を求める意見書・要望書を、
各所へ提出しました。

※「錦江湾横断道路」とは…令和３年６月に策定された「かごしま新広域道路交通ビジョン」
及び「かごしま新広域道路交通計画」において、高規格道路としての役割が期待されるもの
の終起点が決まっていない「構想路線」に位置付けられた道路で、薩摩半島と大隅半島を結
ぶものです。

「錦江湾横断道路」の早期事業化を求める意見書・要望書の提出

令和６年４月 26 日
鹿児島県議会松里議長へ要望書を提出

令和６年４月 26 日
鹿屋市・志布志市・曽於市・大崎町・東串良町・肝付町・錦江町・南大隅町・垂水市議
会議長と県議会議員にて、塩田知事へ「錦江湾横断道路」の早期事業化を求める意見書
を提出しました。

令和６年５月 17 日
鹿児島市議会川越議長を訪問
意見書提出の報告・説明を行いました。

要望書は４市５町議会議長の連名で提
出し、九州南部地域の産業・経済・文
化の発展や救急医療体制の確保、桜島
噴火や地震等の災害対応のため、早期
事業化を強く求めるとして提出しまし
た。
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全国市議会議長会表彰を受賞

全国市議会議長会より５名の議員が表彰され、表彰状の伝達が
行われました。

正副議長表彰

25年以上表彰４年以上表彰

10年以上表彰

全国市議会議長会議員表彰は、10 年以上市議
会議員の職にある者又はあった者が対象。

また、正副議長表彰は、４年以上市議会正副
議長の職にある者又はあった者が対象。

町議会議員の勤続年数は、２分の１を市議会
の継続年数に加算します。

（基準日は令和６年４月１日現在）

迫 杉雄 議員
［ 町議：14 年２か月　市議：18 年 10 か月 ］

原田 賢一郎 議員
［ 議長：平成 27 年 12 月～４年間 ］

渕合 昌昭 議員
［ 市議：10 年５か月 ］

岩水 豊 議員
［ 市議：10 年５か月 ］

議員表彰（特別表彰）

議員表彰

久長 登良男 議員
副議長：平成 21 年 12 月～２年間 

議長：令和 ３ 年 12 月～２年間
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令
和
６
年
６
月
16
日
に
大
隅
の

曽
於
中
央
家
畜
市
場
で
操
法
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
２
年

に
一
度
開
催
さ
れ
て
お
り
、「
半
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど

盛
り
上
が
る
大
会
で
す
。

各
団
員
が
迅
速
・
確
実
か
つ
安

全
に
行
動
す
る
た
め
に
、
定
め
ら
れ

た
ホ
ー
ス
や
ポ
ン
プ
な
ど
の
取
扱
い

及
び
操
作
基
本
に
つ
い
て
そ
の
技
術

を
競
い
合
い
、
全
国
大
会
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

各
分
団
の
緊
張
感
や
覇
気
が
観

て
い
る
側
に
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。観

た
こ
と
が
な
い
方
は
、
ぜ
ひ

次
の
大
会
に
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
で

す
。団

員
の
方
々
に
は
、
こ
れ
か
ら

も
消
防
団
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

（
出
水
）

表
紙
に
よ
せ
て

私
た
ち
が
作
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を

　
　
　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

発
行
責
任
者
　
　

議
　
　
長

迫　
　

杉

雄

左
か
ら
出
水
委
員
・
片
田
委
員
・

瀬
戸
口
副
委
員
長
・
矢
上
委
員
長
・

鈴
木
委
員
・
山
中
委
員

岩本秋光さんは末吉町で農薬、化学肥料不使用の有機
野菜を作っています。

ゴーヤのほかに約 30 種類の「あんしん元気野菜」を
皆さんに届けたいと、20 年程前から酵素と微生物で発
酵した自家製肥料を主体とした農業をしています。また、
畑周辺の雑草にも除草剤を使わない徹底ぶりです。

私も食べてみましたが、無農薬の野菜はそのまま食べ
ることができ、今まで食べた野菜よりも、野菜そのもの
の美味しさを感じることができました。

夢は、「曽於市の子供たちに、無農薬で作った米や野
菜を食べさせてあげたい！」ということです。

（矢上）

夢
チャレンジ

６
月
定
例
会
も
26
日
の
最

終
本
会
議
で
終
了
し
ま
し
た
。

早
い
も
の
で
半
年
が
過
ぎ
、

年
明
け
早
々
に
想
像
を
絶
す

る
能
登
半
島
大
地
震
、
羽
田

航
空
機
事
故
等
に
見
舞
わ
れ
、

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
能
登

半
島
で
は
、
多
く
の
方
が
仮

設
住
宅
の
避
難
所
で
の
暮
ら

し
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
被

災
者
の
生
活
再
建
に
向
け
て

水
道
や
道
路
な
ど
の
復
旧
が

進
み
、
被
災
地
は
、
日
常
の

暮
ら
し
を
取
り
戻
す
た
め
の

復
興
が
進
ん
で
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
地
域
活
性
化
、

畜
産
業
の
振
興
を
推
進
す
る
、

南
九
州
畜
産
獣
医
学
拠
点
が

４
月
１
日
に
運
営
を
開
始
し

ま
し
た
。

牛
舎
、
鶏
舎
は
防
疫
の
関

係
で
見
学
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

癒
し
系
の
動
物
「
馬
」
と
ふ

れ
あ
い
、
乗
馬
を
体
験
し
て
、

カ
フ
ェ
で
の
食
事
を
楽
し
み

に
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

（
鈴
木
）

編
集
後
記

表彰式

９月 2日 …………… 開　　会
９月５日
　・６日・９日 …… 一般質問
10 月 4日…………… 閉　　会

第 3回　定例会予定

ぜひ傍聴にお越しください！

いつも目をキラキラさせて話す
岩本さん
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